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◦ 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会  

◦◦

議
案
第
17
号　

南
相
馬
市
企
業
立

地
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

助
成
金
の
交
付
要
件
の

面
積
を
500
㎡
か
ら
300
㎡
と
し
、
固

定
資
産
投
資
総
額
も
３
千
万
円
か

ら
２
千
万
円
と
し
た
根
拠
は
。

答　

弁　

面
積
は
、
県
の
工
業
開

発
条
例
に
お
い
て
届
出
の
対
象
面

積
が
300
㎡
以
上
で
、
金
額
は
、
面

積
と
現
在
の
も
の
を
按
分
す
る
と

大
体
１
千
800
万
円
に
な
る
の
で
、

２
千
万
円
で
対
応
し
た
。

質　

疑　
今
後
も
緊
急
的
な
企
業

の
雇
用
と
い
う
形
で
、
企
業
関
係

団
体
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
数
値

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
用
意
が
あ

る
の
か
伺
う
。

答　
弁　
今
回
、
緊
急
雇
用
と
い
う

視
点
で
講
じ
た
も
の
で
あ
り
、
雇

用
が
図
ら
れ
れ
ば
、
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
51
号　

平
成
21
年
度
南
相
馬

市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　
赤
水
対
策
と
し
て
の
費

用
的
な
も
の
は
ど
の
程
度
か
。

答　

弁　

小
高
は
第
１
・
第
２
浄

水
場
を
も
っ
て
い
て
、
今
回
は
原
因

が
起
き
た
第
２
浄
水
場
を
21
年
度

で
施
工
し
、
22
年
度
に
第
１
浄
水
場

を
施
工
す
る
と
い
う
計
画
に
な
っ

て
い
る
。
中
身
は
、
測
量
設
計
に

449
万
４
千
円
、
第
２
浄
水
場
の
処
理

槽
を
つ
く
る
の
に
１
千
416
万
４
千

円
ほ
ど
見
込
み
、
用
地
に
つ
い
て

は
、
第
２
浄
水
場
の
北
側
の
所
に

予
定
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
用
地

費
を
見
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
39
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
実
績
で
、

ど
う
い
う
職
種
に
主
に
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
長
続

き
す
る
事
例
、
短
く
終
わ
る
事
例

の
職
種
と
今
後
ど
う
い
う
職
種
を

重
点
に
推
進
す
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

実
績
で
は
、
製
造
業
が

１
番
多
か
っ
た
が
、
平
成
20
年
度

で
は
、
該
当
事
業
所
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
代
わ
り
に
卸
・
小
売
が

増
え
て
い
る
。
業
種
的
に
は
、
製
造

業
、サ
ー
ビ
ス
業
、建
設
業
、小
売・

卸
業
な
ど
が
適
用
事
業
所
と
な
る

が
、
主
体
的
に
は
製
造
業
を
中
心

と
し
て
、
奨
励
措
置
を
講
じ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質　

疑　
地
域
消
費
拡
大
支
援
事

業
の
内
容
を
伺
う
。

答　

弁　

今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
に
つ
い
て
は
、
定
額
給
付
金
の

給
付
効
果
を
地
域
消
費
に
拡
大
さ

せ
る
目
的
か
ら
実
施
す
る
事
業
で

あ
り
、
新
た
に
３
地
区
で
そ
れ
ぞ

れ
印
刷
し
て
発
行
す
る
の
で
、
事

業
実
施
主
体
が
商
工
会
議
所
及
び

商
工
会
の
３
つ
の
組
織
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
活

動
区
域
内
で
の
使
用
と
な
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
、
発
行
総
額

（
３
億
円
）
の
１
割
で
３
千
万
円
に

な
る
。
有
効
期
間
は
、
前
払
式
証

標
の
法
律
の
適
用
が
あ
り
、
６
ヶ

月
以
内
を
考
え
て
い
る
。
現
段
階

で
は
４
月
26
日
の
日
曜
日
に
販
売

を
開
始
、
同
日
か
ら
使
用
可
能
と

な
り
、
使
用
期
間
は
10
月
25
日
ま

で
予
定
し
て
い
る
。

質　

疑　

街
な
か
賑
わ
い
創
出

事
業
で
、
使
用
料
関
係
で
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

161
万
２
千
円
を
想
定
し
て
い
た
の

が
、
今
回
76
万
８
千
円
。
市
民
市

場
は
900
万
円
に
対
し
720
万
円
。
屋
台

村
は
168
万
９
千
円
が
138
万
２
千
円

に
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
弁　
昨
年
度
は
、
概
算
で
、
そ

の
前
年
、
前
々
年
度
内
か
ら
の
事

業
数
字
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で

計
上
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
が
、
そ

の
後
先
進
地
事
例
を
研
修
し
た
り
、

道
の
駅
と
い
っ
た
野
菜
販
売
直
販

所
の
手
数
料
な
ど
を
検
討
さ
せ
て

頂
い
た
結
果
、
こ
う
い
っ
た
数
字

が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

計
上
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

質　

疑　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
８
店
舗
予
定
し
て

い
た
の
が
４
店
に
な
っ
て
い
る
理

由
と
屋
台
村
の
８
店
舗
の
確
保
は

間
違
い
な
い
の
か
伺
う
。

答　

弁　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
１
店
舗
あ
た
り
10
㎡

は
必
要
と
な
り
、
４
店
舗
位
し
か

確
保
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、
実

施
の
段
階
で
変
更
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
。
屋
台
村
に
つ
い
て
は
、
現

在
６
店
舗
が
確
定
し
て
お
り
、
出

店
の
意
欲
を
示
さ
れ
て
い
る
方
が

も
う
１
人
い
る
が
、
確
定
し
て
い

る
の
は
６
店
舗
に
な
っ
て
い
る
。

討　

論　

本
市
の
経
済
発
展
の
展

望
が
見
え
て
こ
な
い
問
題
、
そ
れ

か
ら
、
環
状
１
号
線
に
つ
い
て
も

行
き
ど
ま
り
道
路
で
計
画
性
の
な

い
道
路
の
問
題
、
こ
う
し
た
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
に
考
え

直
し
て
予
算
の
組
み
直
し
を
求
め

て
反
対
と
の
意
見
。

　

落
ち
込
ん
だ
経
済
対
策
に
は
、

公
共
事
業
の
前
倒
し
、
そ
し
て
早

期
発
注
が
何
よ
り
も
肝
心
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
心
し
て
、
早
急
に
発

注
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
組
ん
で

予
算
の
執
行
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、

経
済
に
対
す
る
対
策
を
十
分
に
実

行
あ
る
も
の
に
仕
上
げ
て
頂
き
た

い
と
の
意
見
。

採
決
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

請
願
第
１
号　

福
島
県
最
低
賃
金

の
引
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
採
択
。

請
願
第
２
号　

雇
用
を
守
る
緊
急

対
策
及
び
労
働
法
制
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
採
択
。

まちなか賑わい創出事業（原町区）
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議
案
第
12
号　

南
相
馬
市
子
育
て

応
援
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

条
例
制
定
ま
で
の
検
討

経
過
は
。

答　

弁　

次
世
代
育
成
行
動
計
画

を
作
成
す
る
段
階
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
経
過
が
あ
り
、
そ
の
中

で
少
子
化
、
核
家
族
化
の
進
展
に

伴
い
、
子
育
て
に
不
安
を
持
っ
て

い
る
方
が
多
く
い
た
。
ま
た
社
協

で
も
こ
の
様
な
方
た
ち
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
民
間
の
力
を
活
用
し
な
が
ら

子
育
て
支
援
を
講
じ
る
の
が
一
番

だ
ろ
う
と
い
う
思
い
を
共
に
持
ち

な
が
ら
実
施
す
る
。
又
基
金
の
使

途
は
主
に
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
り
、

市
民
の
方
が
自
主
的
に
行
う
子
育

て
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。
期

間
は
21
年
か
ら
29
年
の
９
年
間
。

原
資
は
社
協
の
寄
付
金
１
億
円
と

一
般
会
計
か
ら
の
操
出
金
１
億
円

に
寄
付
金
を
充
て
る
。

質　

疑　

基
金
対
象
事
業
は
。

答　

弁　

団
体
が
自
主
的
・
主
体

的
に
実
施
す
る
子
育
て
支
援
、
市

が
行
う
子
育
て
支
援
事
業
で
あ

り
、
審
査
は
子
育
て
応
援
基
金
事

業
審
査
委
員
会
で
審
査
す
る
。

討　

論　

現
在
の
経
済
状
況
、
雇

用
状
況
も
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま

す
が
３
年
前
に
下
げ
ら
れ
、
ま
た

大
幅
に
下
げ
る
と
い
う
の
で
は
市

民
の
支
持
は
得
ら
れ
な
い
の
で
反

対
と
の
意
見
。

　

今
や
景
気
低
迷
の
折
、
又
社
会

環
境
も
経
済
も
大
変
な
時
代
で
あ

る
。
国
、
県
の
補
助
等
も
大
幅
削

減
で
あ
る
。
行
政
の
あ
る
べ
き
は

本
当
に
困
っ
た
高
齢
者
福
祉
に
使

う
べ
き
と
思
い
賛
成
と
の
意
見
。

採
決
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
16
号　

南
相
馬
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

質　

疑　

改
正
の
内
容
は
。

答　

弁　

第
１
号
被
保
険
者
の
新

た
な
保
険
料
を
８
段
階
に
す
る
。

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
第
４
段
階
に
つ
い
て
は
軽
減
措

置
を
設
け
る
。
介
護
報
酬
の
３
％

増
額
改
定
に
伴
う
被
保
険
者
の
負

担
を
緩
和
す
る
。

議
案
第
40
号　

南
相
馬
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

経
済
状
況
の
悪
化
や
医

療
費
の
伸
び
な
ど
、
繰
越
金
も
望

め
な
い
状
況
へ
の
対
応
策
は
。

答　

弁　

国
保
税
の
仕
組
み
は
、

国
県
か
ら
の
負
担
金
や
交
付
金
等

以
外
は
保
険
税
に
求
め
る
と
い
う

◦ 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会  

◦◦

こ
と
で
、
原
則
的
に
は
保
険
税
を

上
げ
る
こ
と
と
な
り
、
医
療
費
が

増
加
し
続
け
れ
ば
、
い
ず
れ
制
度

の
限
界
が
来
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
制
度
の
運
営
と
な

る
の
で
保
険
税
に
求
め
ざ
る
を
得
な

い
。

質　

疑　

少
し
で
も
国
保
税
を
下

げ
る
範
囲
の
中
で
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
。

答　

弁　

あ
る
程
度
の
基
金
を
確

保
し
な
い
と
突
発
的
な
疾
病
へ
の

対
応
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
健
全

経
営
に
よ
る
国
か
ら
の
特
別
調
整

交
付
金
の
関
係
も
あ
り
、
一
定
額

の
保
有
は
考
え
て
い
る
。
基
金
目

標
は
５
％
に
置
き
な
が
ら
経
営
を

す
る
。

質　

疑　

資
格
証
の
発
行
は
。

答　

弁　

一
律
的
な
発
行
は
無

い
。
税
金
を
滞
納
す
る
人
は
国
保

税
ば
か
り
で
な
く
固
定
資
産
税
や

住
民
税
も
、
他
の
使
用
料
や
手
数

料
も
滞
納
し
て
い
る
。
そ
の
方
達

に
つ
い
て
も
保
険
制
度
の
在
り
方

を
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
い

た
だ
い
て
納
税
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
又
生
活
相
談
も
含
め
市
役

所
全
体
と
し
て
、
横
の
連
携
を
と

り
収
納
率
向
上
に
努
め
た
い
。

議
案
第
50
号　

南
相
馬
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

保
険
料
の
軽
減
措
置
と

影
響
と
被
保
険
者
へ
の
対
応
は
。

答　

弁　

21
年
度
に
つ
い
て
は
、

９
割
・
７
割
・
5
割
・
２
割
と
４

段
階
の
軽
減
と
な
る
た
め
、
8.5
割

軽
減
だ
っ
た
方
が
９
割
と
７
割
軽

減
に
分
か
れ
ま
す
。
該
当
す
る
被

保
険
者
に
説
明
し
て
い
く
。

議
案
第
42
号　

南
相
馬
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

介
護
の
予
防
事
業
の
施

策
は
。

答　

弁　

現
在
、
運
動
機
能
、
口

腔
、
栄
養
と
単
発
的
に
や
っ
て
い

る
。
こ
の
事
業
を
組
合
せ
等
を
し

て
参
加
者
を
増
や
し
、
高
齢
者
の

健
康
向
上
を
計
り
、
介
護
状
態
ま

で
至
ら
な
い
よ
う
に
取
組
む
。

議
案
第
39
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

障
が
い
者
相
談
支
援
事

業
の
窓
口
は
ど
こ
か
。

答　

弁　
「
福
島
県
福
祉
事
業
協

会
」
と
「
ほ
っ
と
悠
」
の
２
事
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
障
が
い
者
、
保
護
者
に
対
し
て

活
用
等
周
知
徹
底
を
図
り
機
能
発

揮
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

質　

疑　

児
童
扶
養
手
当
支
給
事

業
に
つ
い
て
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
の
み
が
対
象

に
な
っ
て
い
る
が
、
母
の
場
合
は

な
ぜ
な
ら
な
い
の
か
。

答　

弁　

母
子
家
庭
の
子
供
さ
ん

の
養
育
の
た
め
の
手
当
で
あ
る
。

母
が
い
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、

お
父
さ
ん
の
生
活
能
力
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
父
子
家
庭
に
は
児
童

扶
養
手
当
は
出
て
い
な
い
。

質　

疑　

国
は
ガ
ン
撲
滅
に
力
を

入
れ
て
い
る
。本
市
の
取
組
み
は
。

答　

弁　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
各
種
健
診
時
に
ガ
ン
検
診
を

呼
び
か
け
、
又
ス
テ
ッ
カ
ー
や
各

医
療
機
関
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
か
け
も
や
っ

て
い
く
体
制
を
と
り
た
い
。

質　

疑　

雲
雀
ヶ
原
陸
上
競
技
場

改
修
事
業
に
つ
い
て
。
地
権
者
は

だ
れ
か
。

答　

弁　

三
つ
の
神
社
の
共
有
地

と
太
田
神
社
及
び
個
人
１
名
の
所

有
地
で
あ
る
。

質　

疑　

現
在
の
競
技
場
の
認

定
は
平
成
23
年
８
月
ま
で
で
あ
る

が
、
認
定
に
は
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
必
要
か
。

答　

弁　

現
時
点
の
確
認
で
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

質　

疑　

公
認
県
大
会
の
開
催
の

条
件
は
。

答　

弁　

第
３
種
以
上
の
日
本
陸

上
競
技
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
（
全
天
候
型
の
仕
様
な

ど
）。
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
は
な
く
て

も
よ
い
。

質　

疑　

各
種
県
大
会
の
開
催
の

可
能
性
は
。

答　

弁　

県
大
会
は
、
第
３
種
公

認
競
技
場
以
上
の
施
設
で
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
開
催
す
る
予

定
で
あ
り
、
雲
雀
ヶ
原
競
技
場
も

可
能
で
あ
る
。




